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　「あなたの就職事情や、職探しの顛末をお聞かせ下さい」　「今の経済状況の
悪化が、仕事や生計に与えた影響はありますか？」という呼びかけに、何人か
の方が手をあげて下さいました。
　今回は「離婚前後」の不安で不安定な時期に、幼い子どもを抱えての就活体
験談です。自らはDVで深く傷つきながら、子どもたちとの新しい生活をスタ
ートさせるお金を得るため、いろいろな職場をたくさん渡り歩いて苦労はした
けれど、　「そのぶん、人が見えてきたし、どの職場体験も今の正社員としての
仕事に役立っている」と思えるようになったそう。「人によって傷つけられた
けれど、人によって、また助けられた」という感謝の気持ちから、少しでも自
分の体験談が参考になればと、お話しを聞かせて下さいました。
　感想、ご意見、情報、そして「あなたの仕事・就職事情」も、ぜひお寄せ下
さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山崎・藤岡）
3歳の子連れs42歳からの就活顛末記
1’一｛iinlliEllP．2i
i《パーソナルデータ》　　　　　　　i
i※結婚中16年の同居期間を経て、6年前に42歳で別i
i　居。別居当時、長女は中学1年生、次女は3歳。　　i
i※保母の資格、車の免許あり。　　　　　　　　　　i
i※別居1年後に一旦決まった婚費15万円は、1年問はi
i　約束通り振り込まれたが、その後、夫が勝手に10万i
i　円程に減額し、払い込みも遅れがち。家裁からの履i
i　行勧告も効き目がない。　　　　　　　　　　　　i
i※4年前、長女の高校入学＆次女の小学校入学をきっi
iかけに、夫のDVから逃れる意味もあり、大阪から故i
i郷の兵庫に転居。親戚から借りた一軒家に住む。家i
i賃は月5万円（あるとき払い）。　　　　　　　　　i
l※2年前から、自宅から車で5分の運送会社で事務職i
l　正社員。年収は、税込で250万円程度（超過勤務手i
i　当を含む）。基本給は14万円程度。　　　　　　　i
i※現在、小学校5年生の次女と2人住まい。大学2年生i
i　の長女は、大学入学を機に隣県で下宿し、仕送りはi
i　月に10万円助。3年生以降は生活費などの節約のi
i　ため、自宅から通学する予定。　　　　　　　　　i
i※同居中から、夫に離婚調停をかけられ、また自らは婚i
i　費調停をかけて、現在も係争中。夫は公務員でありi
i　ながら副業を持ち、その証拠も提出したが、裁判所はi
i　「法律に反することは取り上げられない」と、婚費のi
i　算定に夫の副業収入を加算してくれず、「司法にはi
i　絶望しています」。年金分割も視野に入れ、まだ離婚i
i　には応じるつもりはない。　　　　　　　　　　i
i※今春の検診で子宮癌が見つかり、手術入院した。不i
i　況で賃金も下がり、将来への不安は増す一方。せめi
i　て子どもの進学費用を夫に支払わせたい。　　　　i
兵庫県・T．Kさん・48歳／電話インタビュー
　夫の不貞とDVが原因で、子ども2人を連れて6年
前に別居しました。結婚後10年ちょっとは、それな
りに夫婦仲もうまくいっていましたが、だんだん夫が
暴言を吐いたり、暴力を振るったりするようになりま
した。私は早くに両親を亡くしたために帰る場所がな
く、我慢を重ねていたというのが実状です。不貞が発
覚してからは、夫の暴言はエスカレートし、　「死ね」
「出て行け」などは日常茶飯事。長女は中1の多感な
年頃でしたから登校拒否を起こして吐きもどすように
なり、言葉がわかり始めていた3歳の次女は怯えて泣
き叫けび、私自身もうつ状態に陥って……ともかく家
を出るために、仕事を見つけてお金を得ようと、必死
でした。
　3回目子どもを抱えての就職活動の一番のネック
は、まず保育園探し。市役所の福祉課にかけあって、
夫のDV、親には頼れないことを訴えて、空きのあっ
た夜間保育園に入れてもらい、本格的な職探しをスタ
ートしました。ただし、午前11時～午後10時の保育
時間では、就ける仕事は限られています。42歳で、
パート以外の仕事経験がなく、パソコンも使えません
でしたから、事務職や正社員は望みようもなく、スー
パーのお総菜部、ファミリーレストランの厨房などの
パート勤務を転々としました。でも、時給は低く、仕
事にも慣れることができずに、どれも長くは続けられ
ず［小見出し①参照］……保母の資格を生かそうと、
午後1～7時の仕事に応募したところ合格。時給900
円程度で、月に7～10万円近くになり、二二と合わ
せて、なんとか生活できるようになりました。
　住宅は保証人なしでよい公団に義理の兄名義で入り
ましたが、子どもの校区を替えたくなかったために、
夫の住まいの近くでしたから、待ち伏せされたり、後
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をつけられたりしたこともあります。夫は同居中から
離婚調停をかけていましたから、なんとか私の方から
離婚を言い出させようと、私にだけでなく周囲に対し
ても嫌がらせが凄まじかったんです。それで4年前、
子どもたちが高校と小学校に上がる区切りのよい春
に、自分の生まれ育った兵庫県にもどりました。
　2年間の勤めで少し自信もつき、保育士は需要があ
るから、田舎に帰っても職場は見つかるだろうと、安
易な気持ちがありました。でも、甘かった。保育士の
仕事はあっても、大阪に比べると給料がかなり安く、
勤務時閤も長いんです。他の職種の求人も35～40歳
までが多く、30カ所以上受けても、当時44歳の年齢
だけでバネられることが多かったですね。
　やっとパートや派遣が決まっても、家から遠い職場
だと、当時小学校1年生の次女が帰宅後、一人で過ご
す産血が長過ぎて、真っ逆な部屋で泣いていたり、鍵
を失くして外で待っていたりで、長く続けられませ
ん。また、互いにうまく行っていると思えた会社から
唐突に「辞めて欲しい」と言われ、後から取引先のお
嬢さんを雇うために解雇されたと知ったときは、悔し
かったですね。あと10日問で半年勤務したことにな
り、失業保険が下りるということをハンドの会の友人
に教えてもらって、会社に交渉することができまし
た。
　その際にハローワークで、失業保険をもらいながら
職業訓練が受けられると知って、パソコン教室へ通っ
てスキルを身につけたのが、後々、ほんとうに大きな
財産になっています［小見出し②③参照］。
　その後、　「簡単に首を切られてしまう派遣の仕事は
もうイヤ」と探して巡り合えたのが、今の職場です。
募集は「45歳まで」で、当時46歳でしたが、自宅か
ら車で5分という近さにひかれてアプローチしたとこ
ろ、運よく事務職の正社員として採用されました。
　社長は、娘さんが離婚経験者とのことで私の事情に
理解を示してくださり、病欠している子どものために
昼休みの一時帰宅を認めてくださるなど、いろいろと
融通を図ってくださいます。また、「人あたりがよく
て助かる」と評価してもらえて、いろいろな職種を体
験してきたことが無駄ではなく、今の仕事に役立って
いると実感しています。小さな会社ですが親会社の敷
地内にあるため、通行証がないとゲートを通過できな
いことも、まだ手紙などでの嫌がらせを続けている夫
が職場には踏み込めないという安心感につながってい
ます。
　日々、こなさなければならない仕事量が莫大で、お
給料が低いのが難点。でも、仕事熱心で気の良い人た
ちに囲まれて、精神的に安定することができていま
す。ずっと「お前のような女は世の中では通用しな
い」と夫に言われ続けていましたが、ここで救われま
した。
　現在、自分の健康に不安があるため、まだ学費のか
かる子どもたちの将来が気がかりです。早く婚費調停
に決着がつくことを願っています。
　　　　　　　　　　　＊
《i》守基網羅讐鼎鷲ま」
　家を出ようと決心してファミレスのパートで働き始
めた頃、メニューが覚えられず、メニューが入った合
図にも気づかずに、ミスが続きました。仕事に慣れて
いないからだと思っていましたが、やはりDVを受け
たハンドの会の方に「簡単なノート整理もできなかっ
た」と聞き、DVで身体も精神もまいっていたからだ
と気づきました。簡単な仕事もできないと、自分を卑
下しがちですが、仲間に話を聞いてもらい、体験談を
聞くことも、自信を取り戻すことにつながります。
《≒ll’旧一ワーク頓く二三よう
　たとえばマザーズ・ハローワークのように、求職者
一人に対して、一人の担当者がつくところに相談＆登
録しておくことをお勧めします。希望にあう求職があ
ったときには連絡をくれ、熱心に対応してくれます。
◎）診察朧豊謡もおススメ
　私自身は余裕がなくて、とにかく働こうと頑張りま
したが、婚費を決める際にこちら側に収入があると、
少なく算定されてしまいます。ご両親に頼れたり、余
裕があるなら、婚費が決まるまではなんとか踏ん張っ
て、その間は職業訓練を受けるなどして、就職に役立
つスキルを身につけることをおススメします。
　私は失業保険をもらいながら、1日500円の手当と
交通費をもらい、職業訓練校のパソコン教室に4ヵ月
間通いました。今でも職場では一目おかれるほどの技
術が身につき、自信がつきました。また、DVの影響
で対人恐怖があったのですが、そこで出会った様々な
年代の方たちと毎日、お昼休みにお喋りすることで、
人と接することが怖くなくなりました。
（（14壌学資保険ISN親名義1こ口ておこう
　夫名義だと勝手に引き出せません。長女の保険は私
名義だったので、大学入学費用に充てられました。
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